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織田陽介全学連前委員長アピール!

やっぱり改めて、無罪をとるって

いうのはずごいことだと思うんです

よ。国家権力を打ち倒していくって

いう、認めさせていくという闘いが

できるんだっていうことを僕たち示

すことが出来て、それは僕ら単に５

人ががんばったってだけじゃなくて、

本当に沢山の学生や労働者の支援が

あり、弁護士の人と一緒になって闘っ

て、ここまできたってことがあり、やっぱりこれは、本当に

大きな希望だし、これから立ち上がる、立ち上がり始めてい

る何十万何百万っていう人たちに対する一つの希望としてやっ

ぱり僕は示すことができたってことは、非常に喜ばしいです

し、やっぱり福島の人たち全員にこれを味わって欲しいとい

うことなんですよ。国家権力がいま福島の人たちみんなに被

曝を強制しているって言うこの現実に対して、国家権力をな

ぎ倒して、福島の人たちが黙らせてやったと、あいつらを謝

罪させてやったという風に思えるような闘いをやっていくの

が、僕は反原発運動だという風に思っているんですよね。

やっぱり本気になって勝ちに行くために闘うってことなん

ですよ。怒って怒って怒りまくって、当局とか国家権力の支

配をぶっ飛ばすために闘争しないと、路線っていうのは絶対

生まれてこないんですよね。闘うために、闘い続けるために

路線を一生懸命作るっていう。だから勝つために闘うってこ

とを必死になってやるってことが、僕らの一番大事なことだ

し、それが非和解で闘うってことの中身だし、そういうこと

をやってきてここまできて、無罪も勝ち取って、次はやっぱ

り処分撤回なわけですよ。本当に大衆的な闘いによって法大

の中を解放して、毎日ビラを散乱させて、ポスターを貼りま

くって、クラ討やりまくって、本当に学生運動を爆発させるっ

ていうことのために、今日の新たな出発点にしていきたいと

考えてます。

今日は飲んで飲んで飲みまくるということで、出発点を築

きたいと思いますんで、今日は本当にありがとうございまし

た。これからもよろしくお願いします。

高山俊吉弁護士より無罪戦士に花束贈呈！

斎藤全学連委員長アピール！

法大闘争についてあらためて提起し

たいと思います。法大闘争は一言で言っ

て、日本の学生運動の本当に帰趨をか

けた決戦だと思っています。法大闘争

がどうやって始まったのか。2000年代

から小泉政権の下で｢大学改革｣が始ま

り、大学と企業が産学連携で金儲けを

できる研究が始まっていく。それと一

体で、文句を言う学生を排除すること

が始まる。明確に支配者の側のスタン

スが変わっていった。それまでのようなある意味一定ぶつかりなが

ら、時には妥協しあいながらというあり方が通用しなくなった。こ

の現実を学生はいかにして突破しなくちゃいけないのか。どうやっ

て勝つのか。妥協しないでやる。言葉で言うのは簡単だけど、学生

が逮捕も覚悟して本当にできるのかということにぶつかったわけで

す。その時にそれをやったのが法大闘争です。

あの３･11があって、この国が大学やマスコミなどを買収しなが

ら、原子力ムラが一体何をやっていたのかが明らかになったときに、

この法大闘争がどういう意味をもっていたのかがはっきりした。こ

の間の首相官邸前の行動、そして７･16。どんどんみんなが立ちあ

がって、行動して、全国に広がっている。この国の本当の姿を見て、

権力と対峙して、みんなの意識がつながってきた。だからこそ、法

大闘争に勝利したい。学内の攻防も激しくなっています。そして、

法大当局が３･11後に真っ先にやったことが倉岡雅美さんへの無期

停学処分です。それと一体で、学内規制が激しくなっています。法

大当局はついに学祭においても｢全面禁酒｣を打ち出しましたが、こ

の中で学内の情勢がもう一歩変わり始めています。｢飲酒規制はあ

りえない！ ｣、｢学祭実は不信任だ！ ｣というポスターをいろんな

学生が貼ったり、そして７月13日の全学説明会では学祭実に２割の

学生が不信任を叩きつけました。怒りがますますわき上がっている。

こういう怒りとつながって、街頭の怒りともつながって、無罪を勝

ちとった地平で法大闘争の新たな挑戦に勝利したい。

まずは控訴審の勝利を勝ちとりたい。そして学内での闘いをます

ます巻き起こしたいと思っています。７･25法大デモに多くの学生

を集めて打ち抜きたい。もう一つは、処分撤回です。私たち学生も

日本のあらゆる運動と連帯して、社会を変える闘いの先頭に立ちた

いと思います。よろしくお願いします！
インターナショナル斉唱後、団結ガンバロー



●８月５日(日)
16:00～18:00 NAZEN結成１周年集会
18:30～20:00 全国学生集会

●８月６日(月)
７:30～８:15 原爆ドーム前で集会
８:20～９:30 野田首相弾劾デモ
12:30～14:30 ８･６大行動大集会

※広島県立総合体育館にて。集会後デモ。

□主催ＨＰ http://daikoudou67.blogspot.jp

７月２１日、首相官邸前に９万人が集まり「再稼働反

対！野田やめろ！」の声をあげました。

警察権力はこの野田に対する怒りを押しとどめようと、

機動隊バスで取り囲み圧殺をこころみるも、逆に警察権

力への怒りとなって爆発を開始しています。

７月１６日の代々木公園１７万人集会を突破口に圧倒

的規模の労働者・学生が怒りを爆発させ、直接的な行動

に立ち上がっています。その一方で野田政権と関西電力

は大飯原発３号機に続いて４号機も21日から再稼働させ

ました。断じて許すことは出来ない！

法大における不当処分や学祭規制問題も、原発再稼働

も根っこは一体の問題です。弾圧や処分の恫喝で声をあ

げられない現状をうち破ったとき、突破口は切り開かれ

る。「フクシマの怒り」先頭に７・１６集会はそのこと

を示しました！

全国学生は７・２５法大デモから７・２９国会包囲行

動、そして８・６ヒロシマ大行動に大結集し、キャンパ

スから声をあげよう！

そして９月全学連大会に集まり、学生運動の巨大な爆

発を勝ち取ろう！

①７･29国会包囲行動→７月29日(日)16時半～ 日比谷公園中幸門からデモ 19時～国会包囲行動

②７･25法大包囲デモ→７月25日(水)13時～13時半 法政大学市ヶ谷キャンパス正門前を出発

第73回全学連大会要項

【日時】９月５日（水）～６日（木）

【会場】東京都内

【参加費】1000円（会場代、資料代など）

※宿泊費は除く

↑首相官邸が９万人の怒りの声で包囲された７・２１デモ！


